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イ
ギ
リ
ス
を
「
棋
界
の
工
場
」
と
す
る
世
界
経
済
の
構
造
が
、

に
、
そ
の
重
要
な
原
因
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
こ
の
当
時
の
資
本
主
義
の
発
展
が
、

こ
と
も
、
不
況
慢
性
化
の
大
ぎ
な
要
因
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
i

研
究

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
占
資
本
の
形
成
は
、

一
、
問
題

目

次

の

一
八
七
三
年
恐
慌
か
ら
七
九
年
に
い
た
る
大
不
況
を
契
機
に
は
じ
ま
る
。

提

起

l
jそ
の
展
開
過
程
と
社
会
的
基
礎

一

、

問

題

の

捉

起

二
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
成
立
と
自
由
競
争
概
念
の
適
用

三
、
「
修
理
の
原
則
」
の
導
入

四
、
ア
ル
コ
ア
事
件
判
決
と
「
有
効
競
争
」
理
論

五
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
社
会
的
基
礎

反

ト

ラ

ス

ト

政

策

の

ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
の
世
界
市
場
進
出
に
よ
っ
て
崩
壊
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

し
た
が
っ
て
、
従
来
の
よ
う
な
産
業
資
本
の
機
構
を
も
っ
て
し
て
は
、
不

研

究

鉄
鋼
業
な
ど
の
重
工
業
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
た
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こ
の
大
不
況
は
、

郎



あ
っ
た
。

本
集
中
の
段
階
が
は
じ
ま
っ
た
。

「
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
方
式
」
と
い
う
の
は
、

「
ト
ラ
ス
ト
」
に
参
加
す
る
諸
企
業
が
、

そ
の
株
式
を
一
群
の

に
は
、
若
千
の
部
門
に
お
い
て
、

い
ま
―
つ
の
方
策
を

反
ト
ラ
ス

ト
政
策
の
一
研
究

し
か
し
、
プ
ー
ル
は
競
争
を
有
効
に
制
限
し
う
る
に
は
、
弱
体
に
す
ぎ
た
。

ば
し
ば
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
活
動
や
加
盟
員
自
身
の
協
定
違
反
に
よ
っ
て
、
そ
の
協
定
は
事
実
瓦
解
す
る
場
合
が
す
く
な
く
な
か
っ
た
の
で

(
2
)
 

あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ア

メ
リ
カ
の
産
業
資
本
は
、
そ
の
市
場
支
配
の
確
立
と
、
価
格
と
利
瀾
の
確
保
の
た
め
に
、

と
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
か
く
し
て
、
企
業
結
合
運
動
が
よ
り
強
固
な
独
占
体
の
形
成
を
目
ざ
し
て
展
開
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
八

0
年
代

(
3
)
 

「
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
方
式
」

(
t
r
u
s
t
e
e
d
e
v
i
c
e
)
が
あ
ら
わ
れ
、

プ
ー
ル
と
は
異
な
っ
て
、
真
の
意
味
の
資

「
受
託
者
」

(
t
r
u
s
t
e
e
s
)
に
預
託
し
、
そ
の

か
わ
り
に
、
そ
の
企
業
財
産
の
評
価
額
相
当
の
「
ト
ラ
ス
ト
証
券
」

(t
r
u
s
t
c
e
r
t
i
f
i
c
a
t
e
s
)
を

う
け
と
る
と
い
う
資
本
集
中
の
新
し
い
方
式
で
あ
っ
た
。

(
4
)
 

の
も
の
で
、
証
券
保
有
者
に
は
、
た
ん
に
配
当
請
求
権
を
あ
た
え
る
に
す
ぎ
ず
、

こ
の
ト
ラ
ス
ト
証
券
は
、
実
質
的
に
は
持
株
会
社
の
発
行
す
る
株
式
と
同
じ
性
格

受
託
者
に
は
重
役
や
役
員
の
選
挙
権
を
も
た
せ
る
も
の
で

プ
ー
ル
協
定
は
、
充
分
な
強
制
力
を
も
ち
え
な
か
っ
た
。
し

第
四
号

況
の
深
化
と
競
争
の
激
化
に
つ
れ
て
、
資
本
蓄
積
の
増
進
は
困
難
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
産
業
資
本
が
こ
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め

に
試
み
た
資
本
蓄
積
の
方
式
は
、
資
本
の
集
中
と
独
占
の
形
成
よ
り
ほ
か
に
は
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
最
初
に
現

(
1
)
 

わ
れ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
態
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
各
個
別
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

ま
ま
、
そ
の
製
品
の
価
格
や
販
路
の
維
持
を
目
的
と
し
て
協
定
を
結
ぶ
と
こ
ろ
の
ゆ
る
や
か
な
企
業
結
合
形
態
で
あ
っ
た
。

(
1
)
E
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
。フ
ー
ル
の
主
要
な
も
の
と
し
て
次
の
六
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

H
紳
士
協
定
、
口
投
機
プ
ー
ル
、
国
生
産
統
制
プ
ー

ル
、
四
販
路
プ
ー
ル
、
国
販
売
組
合
プ
ー
ル
、
因
特
許
。フ
ー
ル
が
そ
れ
で
あ
る
。

(Eliot

Jones, 
T
h
e
 
T
r
n
s
t
 
P
r
o
b
l
e
m
 
in 
t
h
e
 
U
n
i
t
e
d
 

S
t
a
tes, 
1
9
2
7
,
 
p
p
.
 7
ー

1
5
.
)

。
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(

2

)

一
般
に
、
プ
ー
ル
の
強
弱
は
、
生
産
の
集
柏
集
中
の
程
度
に
よ
っ
て
き
ま
る
と
い
え
る
。
ド
イ
ツ
の
カ
ル
テ
ル
は
、
事
実
、

生
産
の
集
中
を
基
社
に

強
力
に
組
織
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
製
銅
部
門
の
よ
う
に
、
集
中
の
か
な
り
す
す
ん
だ
と
こ
ろ
で
も
、
プ
ー
ル
は
脆
弱
で
あ
っ
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
よ
く
指
適
さ
れ
る
こ
と
は
次
の
四
点
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
銀
行
か
産
業
と
密
接
に
融
合
す
る
こ
と
か
な
か

っ
た
た
め
に
、
産
業
間

の
対
立
が
そ
の
ま
ま
露
呈
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
は
、
プ
ー
ル
は
慣
習
法
に
違
反
し
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
強
糾
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
、
不
利
と
み
れ
ば
容

易
に
プ
ー
ル
か
ら
脱
退
で
き
た
こ
と
、
第
三
は
、
西
漸
連
動
に
よ
っ
て
広
大
な
経
済
領
域
に
企
業
の
進
出
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
プ
ー
ル
の
組
織
化

が
お
こ
な
わ
れ
う
る
た
め
に
は
、
相
当
の
集
中
を
必
要
と
し
た
こ
と
、
第
四
は
、
地
方
に
よ
っ
て
、
生
産
お
よ
び
市
場
の
条
件
か
か
な
り
異
な
っ
て
い

た
た
め
に
、
プ
ー
ル
の
崩
壊
を
そ
れ
だ
け
容
易
に
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。

(

3

)

周
知
の
よ
う
に
、
最
初
の
ト
ラ
ス
ト
は
、
八
二
年
に
組
織
さ
れ
た
J
.
D
・

ロ
ソ

ク
フ
ェ
ラ
ー
の
ス
ク
ン
ダ
ー
ド
石
油
ト
ラ
ス
ト

(
S
t
a
n
d
a
r
d
o

i

l

 

T
r
u
s
t
)

で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
精
油
生
産
の
九

0
形
以
上
を
支
配
す
る
約
四

0
社
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。

ト
ラ
ス
ト
が
、
こ
の
よ
う
に

「
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
方
式
」

に
よ
っ
て
組
峨
さ
れ
た
の
は
、
当
時
．
特
株
会
社
が
非
合
法
化
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
八
九

0
年
七
月
二
日
、
連
邦
議
会
は
、
俗
に
上
院
議
員
J
・
シ
ャ
ー
マ
ン

(
5
)
 

マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法

(
S
h
e
r
m
a
n
A
n
t
i
,
T
r
u
s
t
 A
c
t
)
を
可
決
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
、
各
州
で
は
州
法
を
基
礎
と
し
て
、
司
法
当
局
が

ト

横
を
禁
圧
す
る
の
に
充
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

ト
ラ
ス
ト
に
適
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
べ

く
し
て
立
法
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
反
ト
ラ
ス
ト
連
邦
立
法
が
契
機
に
な
っ
て
、
各
州
の
反
ト
ラ
ス
ト

立
法
も
さ
か

ん
に
な
り
、

(
5
)
通
説
で
は
、
こ
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
上
院
議
員
の
起
草
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

が
、
ハ
ン
ス

•
B

・
ト
レ
リ

の
洋
細
な
研
究
に

よ
る
と
、
こ
れ
は
間
違
い

で
あ
っ
て
、
実
際
は
、
第
一
条
の
「
ト
ラ
ス
ト
ま
た
は
そ
の
他
の
形
態
に
お
け
る
」
と
い
う
言
葉
を
エ
ヴ
ァ
ー
ト
上
院
議
員

反
ト
ラ
ス

ト
政
策
の

一
研
究

一
八
九
四
年
に
は
約
二

0
州
が
、

第
四
号

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
州
法
を
も
っ
て
し
て
も
、
ト
ラ
ス
ト
の
策
謀
と
専

な
ぜ
な
ら
州
法
は
、
他
州
で
の
ト
ラ
ス
ト
の
組
織
化
を
禁
止
し
た
り
、
州
際
に
ま
た
が
る

ト
ラ
ス

ト
、
プ
ー
ル
そ
の
他
の
企
業
結
合
の
抑
圧
を
目
的
と
し
た
法
規
を
も
つ
に
至
っ
た
。

ラ
ス
ト
を
禁
止
も
し
く
は
抑
圧
す
る
措
置
を
と
っ
て
き
た
。

(
4
)
 

第
二
十
九
巻

(
J
o
h
n
 S
h
e
r
m
a
n
)
の
草
案
に
な
る
と
い
わ
れ
る
シ

ャ
ー



ー
マ
ン

法
成
立
以
後
に
出
現
し
て
い
る
。

設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

っ
て
、

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

し
か
し
な
が
ら
、

積
と
集
中
の
運
動
を
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、

第
二
十
九
巻

(
S
e
n
a
 to
r
 
E
v
a
r
t
s
)

が
起
草
し
た
以
外
は
、
第

一条、
第
二
条
、
第
三
条
、
第
五
条
、
第
六
条
は
、
エ
ド
マ
ン
ド
上
院
議
員

(
S
e
n
a
t
o
r
E
d
m
u
n
d
s
)
、

第
四
条
は
ジ
ョ
ー
ジ
上
院
議
旦

(
S
e
n
a
t
o
r
G
e
o
r
g
e
)
、
第
七
条
は

ホ
ー
ア
上
院
議
員

(
S
e
n
a
t
o
r
H
o
a
r
)
、
第
八
条
は
イ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
上
院
議
員

(
S
e
n
a
t
o
r
 
I
n
g
a
l
l
s
)

が
そ
れ
ぞ
れ
起
草
し
た
の
で
あ
っ
た

(
S
e
e
H
a
n
s
 B
.
 
T
h
o
r
e
l
l
i
,
 
T
h
e
 F
e
d
e
r
a
l
 
A
n
t
i
t
r
u
s
t
 
Policy, 1
9
5
4
,
 
p
p
.
 2
1
0ー

214)
。

シ
ャ
ー
マ
ン
法
そ
の
他
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
、
取
引
制
限
お
よ
び
独
占
を
違
法
と
し
た
が
、
そ
の
根
娠
た
る
資
本
の
集

シ
ャ
ー
マ
ン
法
は
、

ト
ラ
ス
ト
証
券
と
ひ
き
換
え
に
株
式
の
集
中
支

配
を
は
か
ろ
う
と
し
た

「
ト
ラ
ス
テ
ィ

ー
方
式
」
を
違
法
と
し
、
そ
れ
を
解
消
さ
せ
る

こ
と
に
は
、

本
の
集
中
は
「
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
方
式
」
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
応
の
効
果
を
も
っ
た
。

「
証
券
保
有
会
社
」
な
い
し
は
「
持
株
会
社
」

(
S
e
c
u
r
i
t
y
H
o
l
d
i
n
g
 C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
)

ま
た
は
「
資
産
保
有
会
社
」

(
P
r
o
p
e
r
t
y

H
o
l
d
i
n
g
 C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
)

が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。

す
な
わ
ち
ジ
ョ
ン
ズ
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
近
代
的
ト
ラ
ス
ト
」

(
m
o
d
e
r
n
t
r
u
s
t
)
 

の
形
成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
形
態
の
「
近
代
的
ト
ラ
ス
ト
」
は
、

シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
成
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
数
の
ト
ラ
ス
ト
の
絞
生
を
み
、

ま
す
ま
す
さ
か
ん
に

「
ト
ラ
ス
ト
狂
熱
」

こ
と
に
一
八
九
三
ー
九
七
年
恐
慌
の
数
年
間
は
、

(
6
)
 

M
a
n
i
a
)

の
時
代
を
迎
え
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
今
日
、
存
在
す
る
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
企
業
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
、

「
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
方
式
」
が
違
法
と
さ
れ
る
や
、

第
四
号

(Trust 

シ
ャ

(

6

)

ル
ー
サ
ー
・
コ
ナ
ン
ト

(
L
u
t
h
e
r
C
o
n
a
n
t
)
の
謁
査
P
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
s
o
f
 
t
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 Statistical 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
(
M
a
r
c
h
,
 1
9
0
1
)

に

よ
る
と
、
一
八
八
七
ー
一
八
九
七
年
の
十
一
年
間
に
設
立
さ
れ
た
資
本
額
百
万
ド
ル
以
上
の
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
の
状
況
は
、
次
表
の
ご
と
く
で

あ
る

(
E.
J
o
n
e
s
,
 
op. 
cit., 
pp. 3
8ー

3
9
)

。

そ
れ
に
か
わ

し
か
し
、

資



た
。
他
の
資
本
主
義
国
に
類
を
み
な
い
此
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
は
、
シ

ャ
ー
マ
ン
法
を
中
心
に
、
そ
の
基
本
理
念
は
今
日
に
至
る
も
か
わ
っ

て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

反
ト
ラ
ス

ト
政
策
が
、
そ
の

目
的
と
し
た
取
引
制
限
お
よ
び
独
占
の
排
除
と
く
に
後
者
を
、
ど
れ
ほ
ど
有
効
に
果

し
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
先
に
の

べ
た
よ
う
に
、
事
実
が
こ
れ
を
立
証
し
て
い
る
。

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
政
策
が
、

ま
た
学
会
に
お

い
て
も
、
立
場
の
如
何
を
と
わ
ず
、
ほ

第
二
十
九
巻

第
四
号

シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
制
定
と
共
に
本
格
的
に
展
開
さ
れ
て
か
ら
、

七
0
有
余
年
の
オ
月
が
す
ぎ

企 Totalcapitaliza-
業 Year Number of 

tion, stocks 
結

combinations 
and bonds 

合 1887••··················· 8・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
の

$ 216,226,000 
総 1888・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3........................ 23,600,000 

計 1889・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 152,179,000 

凸 1890・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 155,156,000 
ノ‘の 1891 ・・・・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・ ・ •17 ・・・ ・・・・・・・ ・ ・・ ・・・・・・・ ・ ・・・ 166,200,000 

う 1892・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 193,412,000 

ぎ 1893・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5........................ 239,015,000 
6 1894..................... 2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30,400,000 
な 1895••· · ··· ·· ············ 5........................ 107,255,000 

t :~=~··.... .. ............. ~·····................... ~~·~~?·??~ 
.::'. 1897..................... 4........................ 81,000,000 
五 ―――- ---
Total(1887-1897) 86・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ $ 1,414,293,000 
は '’
ト 1898・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 708,600,000 
ラ 1899 ・・・・・・・・・・ ・ ・ ・・・・・・・・ •87••· · ·········· ·· · · ······ 2,243,995,000 
ス 1900・・・・・・・・ ・ ・・・・・ ・・・・・・ •42 ・・ ・・・・・ ・・・ ・ ・ ・・・・・・ ・・ ・・・・
卜

831,415,000 

晨Total(1898-1900)1 49・ •................... ＄ 3,784,010,000 
で Total(l887-1900)235••·············· ·· ··· $ 5,198,303,QOO 

／ 



て
き
た
も
の
は
、

し
か
し
さ
し
あ
た
り
そ
の
基

社
会
的
基
礎
と
い
え
ば
、
反
独
占
の
国
民
諸
階
層
を
中
心
に
し
た
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
伝
統
的
な
力
に
、

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

第
二
十
九
巻

し
た
が
っ
て
、
い
ま
も
し
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
有
効
性
に
つ
い
て
問
う
な

こ
こ
で
は
こ
う
し
た
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
は
し
な
い
。

は
、
政
策
の
具
体
的
な
展
開
を
詳
細
に
跡
づ
け
て
い
け
ば
、
比
較
的
容
易
に
結
論
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
政
策
の
有
効
性
を

論
ず
る
こ
と
は
、
む
ろ
ん
無
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
一

層
経
済
学
的
に
興
味
深
い
の
は
、
一
体
な
に
故
に
七

0
有

余
年
も
巨
大
な
ト
ラ
ス
ト
の
国
に
お
い
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
が
展
開
さ
れ
え
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
ら
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
問
題

こ
の
政
策
を
必
要
と
す
る
社
会
的
基
礎
が
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題

も
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
が
有
効
性
に
欠
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
論
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。

か
く
有
効
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
が
存
続
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
政
策
そ
の
も
の
の
論
理
構
造
と
そ
れ
な
り
に

(
7
)
S
e
e
 T
h
e
 E
f
f
e
c
t
i
v
e
n
e
s
s
 
o
f
 
t
h
e
 
F
e
d
e
r
a
l
 
A
n
t
i
t
r
u
st 
L
a
w
s
:
 A
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y
m
p
o
s
i
u
m
`
i
n
 A
m
e
r
i
c
a
n
 
E
c
o
n
o
m
i
c
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e
v
i
e
w
,
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o
l
.
 3
9
,
 

1
9
4
9
,
 
p
p
.
 6
8
9ー

7
2
4
.,

a
n
d
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l
s
o
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.
 

B
o
n
b
r
i
g
h
t
 
a
n
d
 G
.
 
M
e
a
n
s
,
 T
h
e
 H
o
l
d
i
n
g
 
C
o
m
p
a
n
y
,
 1
9
3
2
,
 
p
.
 32
2
.
 

が
、
か
な
り
一
般
に
は
う
け
い
れ
ら
れ
て
い
る
。
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
基
本
理
念
は
、
自
由
競
争
と
自
由
企
業
体
制
の
強
調
に
あ
る
の
だ
か

ら
、
こ
の
見
解
を
う
ら
づ
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
競
争
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
単
な
る
技
術
的
概
念
以
上
の

も
の
で
あ
り
、

す
べ
て
よ
き
も
の
の
象
徴
で
あ
る
。

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
人
は
古
典
的
な
意
味
の
純
粋
な
競
争
制
度
の
も
と
に
は
生
き
て
は
い
な
い

(
8
)
 

つ
ね
に
そ
の
ま
え
に
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
」
と
い
う
ガ
ル
プ
レ
イ
ス
の
言
葉
の
と
お
り
、
反
ト
ラ
ス

ト
の
民
主
主
義
的
な
力
と
い
う
も
の
は
、
今
日
で
は
、
現
実
性
に
と
ぼ
し
い
概
念
で
し
か
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
を
支
え

一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
小
論
は
、
こ
の
問
題
の
す
べ
て
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

し
か
し
と
も

ら
ば
、
す
で
に
そ
の
解
答
は
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

(
7
)
 

と
ん
ど
等
し
く
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
無
力
を
承
認
し
て
い
る
。

第
四
号

そ
の
答
え
を
求
め
る
見
解

四



る
。
し
た
が
っ
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
論
理
構
造
と
社
会
的
基
礎
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

過
程
を
み
て
お
く
こ
と
は
、
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
は
、
立
法
、
司
法
、
行
政
の
三
分
野
に
お
い
て

行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
背
景
に
政
党
と
国
民
各
階
級
の
力
が
働
い
て
い
る
。

に
視
点
を
す
え
な
が
ら
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
展
開
過
程
を
み
る
に
と
ど
め
る
。

ス
ト
政
策
は
、
裁
判
所
の
判
決
を
基
軸
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
三
期
に
わ
か
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
成
立
と
自
由
競
争
概
念
の
適
用
さ
れ
た
第
一
期

（
一
八
九

0
ー
一
九
―
一
年
）
と
、
「
条
理
の
原
則
」
の
導
入
さ
れ
た
第
二
期
(
-
九
―
-
|
―
九
四
五
年
）
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
ア
ル
コ
ア

事
件
判
決
と
「
有
効
競
争
」
理
論
の
第
三
期
（
一
九
四
五
年
ー
）
で
あ
る
。

す
で
に
指
適
し
た
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
一
八
七

0
年
代
末
に
は
、
独
占
資
本
主
義
段
階
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

年
の
ス
タ
ン
グ
ー
ド
石
油
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
は
、
そ
の
指
標
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

的
に
価
格
の
つ
り
上
げ
、
市
場
分
割
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
独
占
協
定
を
通
し
て
、
農
民
、
中
小
企
業
者
、

ヽ
＊
ヽ
ヽ

し
カ

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

(

8

)

 

し
か
し
、

二、

シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
成
立
と
自
由
競
争
概
念
の
適
用

具
体
的
な
展
開
過
程
を
み
れ
ば
、

第
二
十
九
巻

第
四
号

五

一
般
消
費
者
を
圧
迫
し
た
。

ー
ラ

ヽノ

し
か
し
、
巨
大
な
ト
ラ
ス
ト
の
形
成
は
、
必
然

一
八
七
九

い
ま
政
策
の
展
開
過
程
を
段
階
的
に
区
分
す
る

む
ろ
ん
こ
れ
で
は
一
面
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
反
ト
ラ

し
か
し
こ
こ
で
は
司
法
す
な
わ
ち
判
例
の
展
開

本
的
な
解
明
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

J•K. 

G
a
l
b
r
a
i
t
h
,
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
,
 
t
h
e
 
C
o
n
c
e
p
t
 
o
f
 
C
o
u
n
t
e
r
v
a
i
l
i
n
g
 P
o
w
e
r
,
 1
9
5
2
,
 
p. 
9
9
.
 

と
こ
ろ
で
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
は
、
七

0
有
年
の
オ
月
を
経
な
が
ら
も
、
そ
の
基
本
的
理
念
は
シ
ャ
ー
マ
ン
法
と
す
こ
し
も
か
わ
っ
て
い
な

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
勤
向
に
即
応
し
て
、そ
れ
に
先
行
し
て
、
政
策
そ
の
も
の
の
展
開

そ
れ
な
り
に
迂
余
曲
折
を
た
ど
っ
て
い



を
お
こ
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
最
高
裁
は
、

裁
に
お
い
て
判
決
さ
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
。

」
の
事
件
は
、

シ
ャ
ー
マ
ン
法
が
最
初
に
遭
遇
し
た
試
錬
は
、

(
9
)
 

(
1
0
)
 反

ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

ン
判
事
(
J
.

H
a
r
l
a
n
)
も
い
っ
た
よ
う
に
、
当
時
の

ア
メ
リ
カ
の
民
衆
は
、
南
北
戦
争
の
苦
闘
に
よ
っ
て
、
人
が
人
を
奴
隷
と
し
て
使
う
制

(
9
)
 

度
を
排
除
し
え
た
後
に
、
新
た
に
、
資
本
に
よ
る
経
済
上
の
奴
隷
化
の
危
機
を
感
じ
、
深
い
不
安
の
念
を
い
だ
い
て
い
た
。

は
、
こ
の
よ
う
な
反
ト
ラ
ス
ト
の
動
き
を
立
法
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
十
九
巻

図
し
も
し
く
は
そ
の
目
的
を
も
っ
て
一
人
ま
た
は
数
名
と
結
合
ま
た
は
共
謀
す
る
者
は
、

っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
の
裁
摯
に
よ
り
、
五
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
ま
た
は
一
年
以
下
の
禁
錮
、
も
し
く
は
、

の
で
あ
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
法

と
こ
ろ
で
そ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
法
は
全
文
で
わ
ず
か
に
八
条
に
す
ぎ

な
い
が
、
さ
ら
に
そ
の
実
態
規
定
は
第
一
条
と
第
二
条
の
二
条
か
ら
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
条
「
数
州
間
、
ま
た
は

外
国
と
の
取
引
、
も
し
く
は
商
業
を
制
限
す
る
す
べ
て
の
契
約
、
ト
ラ
ス
ト
、
ま
た
は
そ
の
他
の
形
態
に
よ
る
結
合
、
も
し
く
は
共
謀
は
、

(10) 

こ
れ
を
違
法
と
す
る
」
、
第
二
条

「
数
州
間
ま
た
は
外
国
と
の
取
引、

軽
罪
を
犯
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
罪
の
認
定
が
あ

こ
れ
を
併
科
と
す
る
」
と
い
う

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
事
件
の
判
決
に
お
け
る
ハ
ー
ラ
ン
判
事
の
小
数
意
見
の
一
節
。

See
E
.
 
Jones, 
op. cit••p. 

3
1
8
.
 

公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
編
集
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
六
十
年
史』
所
収
「
反
ト
ラ
ス
ト
法
関
係
法

令
集
」
八
五
—
八
六
頁
。

砂
糖
ト
ラ
ス
ト
事
件
(
U
.
S
.
v
•
E
.
C
.
 
K
n
i
g
h
t
 C
o
m
p
a
n
y
)
が

一
八
九
五
年
に
最
高

す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
精
糖
の
六
五
％
を
支
配
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
精
糖
会
社

(
A
m
e
r
i
c
a
n
 S
u
g
a
r
 R
e
f
i
n
i
n
g
 C
o
m
p
a
n
y
)
が

一
八
九
二
年
に

E
.
C
・
ナ
イ
ト
会
社
(
E
.
C. 
K
n
i
g
h
t
 C
o
m
p
a
n
y
)
の
ほ
か
三

会
社
の
株
式
を
買
収
し
、
そ
の
結
果
、
唯
一
の
残
存
独
立
企
業
は
国
内
産
出
量
の
二
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
り
、

糖
産
業
の
完
全
支
配
を
確
立
し
た
こ
と
に
た
い
し
て
、

砂
糖
ト
ラ
ス
ト
が
精

政
府
が
そ
の
結
合
の
解
体
に
よ
っ
て
競
争
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
し
た
訴
訟

「
商
業
は
製
造
業
に
継
続
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
で
は
な
い
」
と
し
て
、

も
し
く
は
商
業
の
い
か
な
る
部
分
を
も
独
占
し
、

ま
た
は
独
占
を
企

第
四
号
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せ
た
の
で
あ
る
。

公
式
調
査
に
よ
る
と
、

(14) 

る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
結
合
運
動
は
、
む
ろ
ん
経
済
的
必
要
か
ら
拾
頭
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、

い
と
い
う
ナ
イ
ト
事
件
判
決
は
、
た
だ
こ
れ
を
刺
激
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ら
一
八
九
七
年
に
い
た
る
恐
慌
と
不
況
の
局
面
で
、
価
格
が
急
落
し
、

よ
う
と
す
る
に
あ
っ
た
。

(
1
1
)

迩
反
す
る
理
由
の
―
つ
に
は
、
「
生
産
の
規
律
は
州
の
権
限
に
属
し
、
連
邦
に
そ
の
権
限
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
S
e
e
H
a
n
s
 

B
 T
h
o
r
e
l
l
i
,
 
o
p
.
 
cit., 
p
p
.
 
4
4
5ー

4
8
)
。

(

1

2

)

「
し
か
し
な
か
ら
、
ナ
イ
ト
事
件
の
判
決
の
直
接
的
な
結
果
と
し
て
、
憲
法
の
改
正
が
な
く
と
も
、
産
業
結
合
は
連
邦
法
か
ら
自
由
で
あ
る
と
い
う
考

え
が
あ
ら
わ
れ
た
」
(
A
n
n
u
a
l
R
e
p
o
r
t
 o
f
 
t
h
e
 
A
t
t
o
r
n
e
y
 G
e
n
e
r
a
l
,
 
1
8
9
6
,
 H•Doc. 

234, 
5
4
t
h
 C
o
n
g
 

•. 

1
s
t
 
s
e
s
s
`
E
x
h
.
 1. 
S
e
e
 M
e
r
l
e
 

F
a
i
n
s
o
d
 
&
 o
t
h
e
r
s
,
 
G
o
v
e
r
m
e
n
t
 a
n
d
 t
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
,
 1
9
5
9
,
 
p. 
4
5
1
)
。

(
1
3
)
E
.
 J
o
n
e
s
,
 
T
h
e
 T
r
u
s
t
 P
r
o
b
l
e
m
 i
n
 
t
h
e
 
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
,
 
1
9
2
8
,
 
p. 
41. 

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

「
ト
ラ
ス
ト
は
大
雑
把
に
い
っ
て
、

経
済
的
必
要
と
い
う
の
は
、

激
し
い
競
争
に
直
面
し
て
利
瀾
が
急
減
し
た
困
難
な
事
態
を
克
服
し

第
二
十
九
巻

第
四
号

七

い
う
ま
で
も
な
く
、

一
八
九
三
年
か

反
ト
ラ
ス
ト
法
が
企
業
結
合
を
妨
げ
な

ア
メ
リ
カ
国
内
の
製
造
業
の
資
本
の
％
を
支
配
す
る
に
い
た
っ
た
」
と
い
わ
れ

企
業
結
合
は
一
四
九
の
う
ち
、

ト
ラ
ス
ト
は
四

0
か
ら
五

0
に
の
ぼ
っ

(11) 

生
産
の
独
占
化
は
立
証
さ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
反
ト
ラ
ス
法
に
違
反
し
な
い
と
判
決
し
た
。

シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
現
実
的
効
果
を
い
ち
じ
る
し
く
減
殺
し
、
実
業
界
か
ら
歓
迎
さ
れ
、

(12) 

合
を
救
済
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
た
。

一
八
九

0
年
代
末
か
ら
始
ま
る
企
業
結
合
運
動

は
、
何
ら
の
危
険
も
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
か
く
れ
蓑
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
曽
有
の
資
本
集
中
運
動
を
現
出
さ

こ
の
結
果
、

一
八
九
八
ー
一
九

0
0
年
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
な
企
業
緒
合
が
最
高
頂
に
達
し
た
時
期
で
あ
り
、
設
立
さ
れ

た
企
業
結
合
は
急
増
し
、
ト
ラ
ス
ト
も
ま
た
著
し
く
増
加
し
た
。

(13) 

た
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
十
一
年
間
に
組
織
さ
れ
た
ト
ラ
ス
ト
数
の
約
二
倍
に
あ
た
る
。

m
e
r
g
e
r
 m
o
v
e
m
e
n
t

に
と
っ
て

一
九

0
0
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
た
産
業
結
合
の

シ
ャ
ー
マ
ン
法
は
製
造
業
お
よ
び
鉱
業
に
お
け
る
結

こ
の
判
決
は
、
生
産
独
占
に
関
す
る



(
1
4
)
 反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

第
二
十
九
巻

H
.
 S
e
a
g
e
r
 a
n
d
 C. 
Gulick, 
T
r
u
s
t
 a
n
d
 C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
 
P
r
o
b
l
e
m
s
,
 1
9
2
9
,
 
p. 
6
0
.
 

シ
ャ
ー
マ
ン
法
は
、
そ
の
出
発
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
骨
ぬ
き
に
さ
れ
た
。

(15) 

係
の
な
い
労
働
組
合
に
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

の
判
決
は
、

し
か
も
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
本
来
の
目
的
と
は
関

し
か
し
ミ
ズ
ー
リ
ー
横
断
蓮
輸
ア
ソ
シ
＝
イ
シ
ョ
ン

(
T
r
a
n
s
,
M
i
s
s
o
u
r
i
F
r
e
i
g
h
t
 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

と
ア
デ
ィ
ス
ト
ン
・
バ
イ
プ
鋼
管
会
社

(
A
d
d
y
s
t
o
n
P
i
p
e
 
&
 St
e
e
l
 
C
o
.
)

の
反
ト
ラ
ス
ト
事
件
に
た
い
す
る
最
高
裁

シ
ャ
ー
マ
ン
法
第
一
条
取
引
制
限
の
禁
止
を
適
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
は
、

一
条
は
、
取
引
制
限
と
な
る
す
べ
て
の
契
約
に
適
用
さ
れ
、
そ
の
制
限
が
正
当
た
る
と
不
当
た
る
と
を
と
わ
ず
違
法
と
す
る
、
後
者
に
つ
い

て
は
、
州
際
商
業
に
お
い
て
鋳
物
。
ハ
イ
プ
の
販
売
と
配
分
を
制
限
す
る
た
め
の
共
謀
で
あ
る
限
り
、
結
合
は
違
法
と
す
る
、

(16) 

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

マ
ッ
キ
ン
レ
ー
大
統
領
時
代
に
わ
ず
か
に
一
二
件
の
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
時
代
に
ア
メ
リ
カ
煙
草
会
社
、

ト
ラ
ス
ト
が
訴
訟
さ
れ
る
に
至
り
、
次
い
で
タ
フ
ト
大
統
領
時
代
に
は
、

件
の
訴
訟
が
な
さ
れ
た
の
に
た
い
し
て
、
四
年
間
で
七
十
八
件
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

(11) 

ィ
会
社

(
N
o
r
t
h
e
r
n
S
e
c
u
r
i
t
i
e
s
 
C
o
m
p
a
n
y
)

事
件
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、

が
お
こ
な
わ
れ
る
ま
で
は
、

シ
ャ
ー
マ
ン
法
第

と
の
判
決
を
下

セ
オ
ダ
ー
・
ロ
ー

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
、
デ
ュ
・
ポ
ン
・
ド
・
ヌ
ム
ー
ル
会
社
を
は
じ
め
か
な
り
の

一
九

0
四
年
の
ノ
ー
ザ
ン
・
セ
キ
ュ
リ
デ

一
九
―
一
年
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
事
件
の
判
決

シ
ャ
ー
マ
ン
法
第
二
条
の
独
占
禁
土
規
定
は
、
す
こ
し
も
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
も
っ
ば
ら
シ
ャ
ー
マ
ン
法
第

一
条
の
取
引
制
限
か
ら
発
生
す
る
枝
葉
的
な
違
反
を
取
り
上
げ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

(
1
5
)
D
e
b
s
 C
a
s
e
 (
1
8
9
5
)
.
 
L
o
e
w
e
 
v. 
L
o
w
l
e
r
 (
1
9
0
8
)
.

こ
れ
ら
の
事
件
は
い
ず
れ
も
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
こ
と
が
、
「
取
引
刷
限
」
に
な
る

と
解
板
さ
礼
た
。
と
く
に
デ
ブ
ス
事
件
は
、
そ
の
発
嬬
か
プ
ル
マ
ン
・
パ
レ
イ
ス
・
カ
ー
ヘ
ぷ
社

(
P
u
l
l
m
a
n
P
a
l
a
c
e
 
C
a
r
 Co.)
と
そ
の
従
業
貝
と

の
間
で
貨
上
け
と
解
面
反
対
を
め
く
る
紛
争
で
あ
っ
た
が
、
プ
ル
マ
ン
客
車
が
た
ま
た
ま
シ
カ
ゴ
に
集
中
す
る
二
十
四
の
鉄
道
線
路
上
を
走
っ
て
い
た

し
か
し
、

セ
オ
ダ
ー
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
時
代
の
七
年
半
に
四
十
四

第
四
号

八



済
の
必
然
的
な
所
産
で
は
な
く
、

関
係
と
、
ア
メ
リ
カ
鉄
道
労
働
組
合

(
A
m
e
r
i
c
a
n
R
a
i
l
w
a
y
 U
n
i
o
n
)

が

「
プ
ル
マ
ン
客
車
を
運
転
す
る
諸
鉄
道
に
従
事
し
て
い
る
労
働
組
合
員

を
”
指
揮
し
、
か
つ
命
令
し
て
“
ス
ト
ラ
イ
キ
を
さ
せ
た
」

(
H
.
R
.
 
S
e
a
g
e
r
 
a
n
d
 C
.
 
A
.
 
G
u
l
i
c
k
,
 
o
p
.
 
cit., 
p. 
3
7
5
)
と
い
う
の
で
、
組
合
議
長

の
デ
ブ
ス
お
よ
び
他
の
組
合
指
祁
者
が
数
州
に
ま
た
が
る
取
引
を
制
限
す
る
た
め
に
共
謀
し
た
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

(
1
6
)
U
.
S
.
 v. 
T
r
a
n
s
,
M
i
s
s
o
u
r
i
 
F
r
e
i
g
h
t
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
(
1
8
9
7
)
.
 
U
.
S
.
 v. 
A
d
d
y
s
t
o
n
 P
i
p
e
 
a
n
d
 S
t
e
e
l
 
C
o
.
 
(
1
8
9
9
)
,
S
e
e
 
H
.
 R
.
 
S
e
a
g
e
r
 

a
n
d
 C
.
 
A
.
 
G
u
l
i
c
k
,
 
o
p
.
 
cit., 
p
p
.
 
3
7
9
-
3
8
5
`
H
a
n
s
 
B. 
T
h
o
r
e
l
l
i
,
0
p
.
 
cit., 
p
p
.
 
4
5
2
-
4
5
8
,
 
P
?
-
4
6
6ー

4
7
0
.

(
1
7
)ノ
ー
ザ
ン
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ

会
社
は
、
一
九
0

一
年
十
一
月
北
西
部
の
競
争
会
社
で
あ
る
ノ
ー
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

鉄
道

(N
o
r
t
h
e
~
n

P
a
c
i
f
i
c
 
R
a
i
l
w
a
y
 C
o
.
)

と
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道

(
G
r
e
a
t
N
o
r
t
h
e
r
n
 
R
a
i
l
w
a
y
 C
o
.
)

を
統
一
支
配
す
る
目
的
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
シ

ー
州
に
四
億
ド
ル
の
資
本
を
も
っ
て
、
モ
ル
ガ
ン

・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
ハ
リ
マ
ン
・
コ
ン
ツ
ェ

ル
ン
の
妥
協
と
し
て
設
立
さ
れ
た
持
株
会
社
で
あ
っ

た
。
一
九

0
三
年
起
訴
さ
れ
た
当
時
は
、
ノ
ー
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
株
の
約
九
六
％
、
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
株
の
約
七
六
％
お
よ
び
シ

カ
ゴ
・
バ
ー
リ
ン
ト
ン
ク
ィ
ン
シ
ー
鉄
道
株
の
約
几
八
％
を
所
有
し
て
い
た
(
H
.
R
.
 
S
e
a
g
e
r
 
a
n
d
 C
.
 
A
.
 G
u
l
i
c
k
,
 
o
p
.
 
cit., 
p. 
3
8
7
)
。
こ
の
こ

と
が
州
際
商
業
を
制
限
し
か
つ
独
占
し
た
も
の
と
し
て
起
訴
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
。
翌
年
、
最
高
裁
は
違
法
の
判
決
を
下
し
、
同
社
の
解
散
を
命
じ

た。

U
.
S
.V•Northern 

S
e
c
u
r
i
t
i
e
s
 
C
o
.
 
(
1
9
0
4
)
.
 
S
e
e
 
H
a
n
s
 B
.
 
T
h
o
r
e
l
l
i
,
 
o
p
.
 
cit., 
p
p
.
 
4
7
0ー

4
7
5
;
J. 

W. 
J
e
n
k
s
 
a
n
d
 W•E. 

C
l
a
r
k
,
 
T
h
e
 T
r
u
s
t
 P
r
o
b
l
e
m
,
 
1
9
2
9
,
 
p. 
2
4
4
.
 

シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
成
立
の
思
想
的
根
拠
と
同
じ
く
、

そ
の
後
の
判
例
に
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

ス
ト
事
件
ま
で
の
支
配
的
な
思
想
は
、
要
す
る
に
、
自
由
競
争
を
い
わ
ば
自
然
法
則
と
み
て
、
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
独
占
は
、

(18) 

為
的
に
妨
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巨
利
を
博
そ
う
と
す
る
個
人
の
悪
業
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

思
想
の
中
に
は
、
独
占
は
自
由
競
争
の
な
か
か
ら
生
ず
る
と
い
う
公
理
の
入
る
余
地
は
な
か
っ
た
。

(19) 

「
容
易
に
治
療
の
可
能
な
皮
膚
病
」
の
程
度
に
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

運
動
の
指
導
者
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ

(
H
e
n
r
y
G
e
o
r
g
e
)

の
「
進
歩
と
貧
困
」

(
P
r
o
g
r
e
s
s
a
n
d
 P
o
v
e
r
t
y
)

が、

(20) 

が
集
団
強
盗
を
や
り
、
盗
品
を
分
配
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
で
、
鉄
道
ト
ラ
ス
ト
を
批
難
し
て
い
る
の
は
そ
の
よ
ぎ
見
本
で

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

第
二
十
九
巻

第
四
号

一九

「
あ
た
か
も
盗
賊

当
時
の
農
民

い
い
か
え
れ
ば
、
独
占
は
資
本
主
義
経

し
た
が
っ
て
、
こ
の

一
九
―
一
年
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
ト
ラ

自
由
競
争
を
作



一
九
〇
六
年
に
シ
ャ
ー
マ
ン
法
に
違
反
す
る
と
し
て
提
訴
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
シ
ー
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社

(
S
t
a
n
d
a
r
d
O
i
l
 

C
o
m
p
a
n
y
 o
f
 N
e
w
 J
e
r
s
e
y
)

に
た
い
す
る
最
高
裁
の
判
決
は
、

の
で
あ
っ
た
。

セ
オ
ダ
ー
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
時
代
か
ら
ト
ラ
ス
ト
に
た
い
す
る
訴
訟
が
活
澄
に
な
り
始
め
た
こ
と
は
先
に
指
摘

し
た
が
、
そ
う
し
た
動
き
に
た
い
す
る
解
答
が
実
は
こ
の
判
決
で
あ
っ
た
。

(
r
u
l
e
 
o
f
 r
e
a
s
o
n
)

の
導
入
に
あ
る
。

(
l
o
o
s
e
 
c
o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
)

と
い
わ
れ
る
取
引
制
限
の
禁
止
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
は
、
最
高
裁
の
態
度
は
実
に

厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
同
時
に
そ
の
こ
と
は
シ
ャ
ー
マ
ン
法
を
反
独
占
法
と
し
て
適
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
た
。

の
企
業
結
合
運
動
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
独
占
の
成
長
は
、
こ
れ
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
固
い
結
合
」

(
c
l
o
s
e
c
o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
)

と
い
わ
れ
る
独
占
の
禁
止
に
つ
い
て
、

政
策
規
準
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(

1

8

)

 

(19) 

(
2
0
)
 

ヽ

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

先
に
み
た
よ
う
に
、

同
じ
く
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
を
無
力
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
修
理
の
原
則
」

の
導
入

「
条
理
の
原
則
」
こ
そ
そ
れ
に
ほ
か

そ
れ
以
前
の
よ
う
に
自
由
競
争
概
念
と
異
な
っ
た
新
し
い

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
事
件
は
、
主
と
し
て

一
八
九

0
年
代

そ
れ
ま
で
の
反
ト
ラ
ス
ト
事
件
に
た
い
す
る
判
決
は
、

「
ゆ
る
い
結
合
」

J

の
判
決
の

重
要
な
意
味
は
、

い
わ
ゆ
る
「
条
理
の
原
則
」

第
二
十
九
巻

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
経
済
思
想
こ
そ
シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
骨
ぬ
き
を
た
す
け
た
の
で
あ
り
、

定
の
実
施
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

H
a
m
i
l
t
o
n
,
T
i
l
l
,
 
A
n
t
i
t
r
u
s
t
 
in 
A
c
t
i
o
n
,
 
T
N
E
C
 M
o
n
o
g
r
a
p
h
 N
o
.
 1
6
 
(1940), 
p. 
6. 

H
.
 
C. 
S
i
m
o
n
s
`
E
c
o
n
o
m
i
c
 P
o
l
i
c
y
 
f
o
r
 
a
 free 
Society, 
1
9
4
8
`
p
.
 
130. 

H
e
n
r
y
 G
e
o
r
g
e
,
 P
r
o
g
r
e
s
s
 
a
n
d
 P
o
v
e
r
t
y
,
 
1919, 
p. 
137. 

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
史
上
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も

し
た
が
っ
て
そ
の
第
一
条
の
取
引
制
限
禁
止
規

第

四

号

四

〇



ス
タ
ン
ド
ー
ド
石
油
事
件
の
判
決
に
お
い
て
、
首
席
判
事
ホ
ワ
イ
ト

(
C
h
i
e
f
J
u
s
ti
c
e
 W
h
ite
)
は
次
の
ご
と
く
述
べ
た
が
、
こ
こ
に

っ
て
、

「
条
理
の
原
則
」
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
取
引
制
限
と
い
う
語
は
、
コ
モ
ン

・
ロ
ー
上
、
不
当
に
競
争
を
制
限
し
、
ま
た
は
、
不
当
に
取
引
の
正
常
な
経
路
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ

公
共
の
利
益
を
侵
害
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
固
有
の
性
質
あ
る
い
は
影
響
の
た
め
に
、
有
害
に
取
引
を
制
限

す
る
行
為
、

契
約
、
協
定
、
結
合
を
意
味
し
、
現
に
シ

ャ
ー
マ
ン

法
の
な
か
の
こ
の
語
も
、

も
の
で
あ
る
。
自
由
な
取
引
を
妨
げ
た
り
、
価
格
を
つ
り
あ
げ
た
り
し
て
、

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
、
ま
た
は
行
為
を
法
は
禁
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
穏
当
な
方
法
を
も
っ
て
、

た
は
営
業
を
発
展
せ
し
め
る
た
め
の
行
為
あ
る
い
は
契
約
を
禁
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

の
石
油
産
業
支
配
は
、
正
常
な
事
業
発
展
の
結
果
と
し
て
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

た
め
に
、
新
た
に
案
出
さ
れ
た
結
合
手
段
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

持
し
よ
う
と
す
る
意
図
と
、

目
的
の

一
応
の
推
定
が
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
独
占
と
取
引
制
限
の
意
図
と
目
的
は
、

ド
石
油
が
ト
ラ
ス
ト
形
成
の
前
後
に
わ
た
り
採
用
し
た
と
こ
ろ
の
運
賃
差
別
、

て
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一

研
究

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

な
ら
な
い
。

「
条
理
の
原
則
」
は
、

た
ん
に
同
じ
意
味
を
も
つ
こ
と
を
意
図
し
た

公
共
の
利
益
を
害
し
た
り
、
個
人
の
権
利
を
制
限
し
た
り
す

こ
の
見
地
か
ら
論
ず
る
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

ト
ラ
ス
ト
や
持
株
会
社
の
よ
う
に
、
産
業
支
配
の

そ
こ
に
、
他
人
を
取
引
か
ら
排
除
し
、

産
業
支
配
を
維

価
格
切
下
げ
、

シ
ャ
ー
マ
ン
法
第
二
条
の

「
独
占
す
る
こ
と
」

(
m
o
n
o
poli
z
a
t
io
n
)

に
つ

い
て
の
違
法
性
の
基
準
を
、
企
業
の
規
模
と
か
力
の
存
在
と
い
う
点
で
は
な
く
、
そ
の
規
模
の
獲
得
の
方
法
、
力
の
行
使
の
意
図
に
認
め
た

独
占
化
の
意
図
ま
た
は
目
的

(int
e
n
t
o
r
 p
u
r
p
o
s
e
)

の
あ
る
な
し
に
よ
っ
て
、

第
二
十
九
巻

第
四
号

四 「
良
い
ト
ラ
ス

ト
」
(
g
o
o
d

自
己
の
利
益
を
増
進
し
た
り
、
ま

ス
タ
ン
ダ
ー

市
場
分
割
等
の
不
公
正
な
手
段
に
よ
っ



反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

t
r
u
s
t
)

と
「
悪
い
ト
ラ
ス
ト
」

(
b
a
d
t
r
u
s
t
)

を
区
別
し
、

う
に
し
て
、

S
t
a
n
d
a
r
d
 oil 
C
o
m
a
n
y
 v. 
U
_
 S., 
221. 
U
.
 
S. 
I. 
(1911). 

U
.
 S. 
v. 
A
m
e
r
i
c
a
n
 T
o
b
a
c
c
o
 C
o
m
a
n
y
,
 221. 
U
.
 
S. 
106. 
(1911). 

U
.
S
.
 V•Du 

P
o
n
t
 
d
e
 
N
e
m
o
u
r
s
,
 E
.
I
.
,
 188•Fed. 

127. 
(1911). 
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
は
、
そ
の
規
模
の
巨
大
さ
の
ゆ
え
に
で
は
な
く
、
不
公
正
競
争
の
理
由
を
も
っ
て
解
散
を
命
ぜ
ら
れ

蕊）

た
が
、
同
年
の
ア
メ
リ
カ
煙
草
事
件
、
デ
ュ
。
ホ
ン
事
件
も
、
同
じ
理
由
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持
株
会
社
は
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。

「
条
理
の
原
則
」
の
導
入
に
よ
る
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
無
力
化
は
、
当
時
世
界
最
大
の
ト
ラ
ス
ト
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
確
立

(24) 

を
象
徴
す
る
ュ
・
エ
ス
・
ス
チ
ー
ル
の
事
件
に
た
い
す
る
判
決
に
よ
っ
て
、頂
点
に
達
し
た
と
い
え
る
。
ュ
・
エ
ス
・
ス
チ
ー
ル
・
コ
ー
ボ
レ

ィ
シ
ョ
ン

(
U
.
S
.
S
t
e
e
l
 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
)

は
、
一
九

0
一
年
に
モ
ル
ガ
ン
、
カ
ー
ネ
ー
ギ
ー
、
ム
ー
ア
・
ゲ
イ
ツ
の
一
一
一
大
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・

グ
ル
ー
プ
の
持
株
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
初
の
ュ
・
エ
ス
・
ス
チ
ー
ル
の
生
産
高
は
、
国
内
総
生
産
高
の
う
ち
、
銑
鉄
四
五
％
、

鋼
鉄
六
六
％
を
占
め
、
そ
の
後
も
合
併
を
つ
づ
け
て
、
起
訴
当
時
は
す
で
に
鉄
鋼
産
業
を
完
全
に
支
配
す
る
に
至
り
、
掠
奪
的
行
為
は
い
ま
や

共
存
共
栄
(
l
i
v
e
,
a
n
d
'
]
e
t
,
l
i
v
e
)
政
策
に
と
っ
て
か
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
最
高
裁
は
次
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。
「
そ
れ
は
（
ユ

・
エ
ス
・
ス
チ
ー
ル
）
他
の
結
合
に
た
い
す
る
訴
訟
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
な
獣
的
行
為
ま
た
は
暴
君
的
行
為
に
は
―
つ
も
依
拠
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
料
金
リ
ベ
ー
ト
を
手
に
し
た
こ
と
も
な
く
、
賃
下
げ
に
よ
っ
て
利
瀾
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
も
な
く
ー
—
労
働
者
を

犠
牲
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
っ
も
な
か
っ
た
ー
ー
、
産
出
量
の
減
少
と
か
人
為
的
な
生
産
物
の
不
足
に
よ
っ
て
利
潤
を
増
大
さ
せ
た
こ
と

も
な
く
、
競
争
者
を
圧
迫
し
た
り
強
制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
9

．．
 
゜
：
す
な
わ
ち
ど
こ
か
で
つ
け
て
い
た
価
格
以
下
に
値
下
げ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
あ
る
地
域
で
競
争
者
よ
り
安
値
で
売
っ
た
り
。．．
 
。
：
秘
密
の
リ
ベ
ー
ト
で
顧
客
を
獲
得
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
：
．
．
．
．
．
o

(

2

1

)

 

(
2
2
)
 

(23) 

後
者
の
み
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
違
反
す
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

第

四

号

四

こ
の
よ



れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
解
釈
に
「
条
理
の
原
則
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、

第

四

号

四

＝
ス
・
ス
チ
ー
ル
が
、
競
争
者
を
つ
ぶ
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
市
場
か
ら
追
放
し
よ
う
と
し
た
証
拠
は
―
つ
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
：
；
・
・
・法
は

た
ん
な
る
規
模
を
違
反
と
は
認
め
な
い
。
す
な
わ
ち
、
行
使
さ
れ
な
い
力
の
存
在
を
違
反
と
は
し
な
い
。

法
は
明
白
な
行
為
を
必
要
と
し
、

(25) 

そ
れ
を
禁
圧
し
、
処
罰
す
る
力
に
信
伶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
か
く
し
て
、

ュ
・
＝
ス
・
ス
チ
ー
ル
は
、

「
良
い

ト
ラ
ス
ト
」
と
し
て
認
め

藷
）

ュ
・
エ
ス
・
ス
チ
ー
ル
の
プ
ラ
イ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
そ
の
独

占
価
格
形
成
の
璽
要
な
経
済
的
機
能
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
他
人
に
強
制
し
た
事
実
が
な
い
と
し
て
、
合
法
的
な
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ

(27) 

と
は
、
一
九
二
二
年
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ュ
ー
・
マ
シ
ナ
リ
ー
会
社

(
U
n
i
t
e
d
S
h
o
e
 M
a
c
h
i
n
e
r
y
 C
o
r
p
.
)

お
よ
び
一
九
二
七
年
の

g) 

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
会
社

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
H
a
r
v
e
s
t
e
r
 C
o
.
)

の
事
件
に
た
い
す
る
最
高
裁
の
判
決
に
も
あ
ら
わ

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
を
有
名
無
実
化
す
る
も
の
で

(
2
4
)
U
.
 S. 
v. 
U
.
 S. 
S
t
e
e
l
 
C
o
r
p
.
 
251. 
U
.
 S. 
(
1
9
2
0
)
.
 

(
2
5
)
G
e
o
r
g
e
 W
.
 S
t
o
c
k
i
n
g
 a
n
d
 M
.
 W
.
 W
a
t
k
i
n
s、
M
o
n
o
p
o
l
y
a
n
d
 F
r
e
e
 E
n
t
e
r
p
r
i
s
e
`
1
9
5
1
`
p
.
 275. 

(26)

最
高
裁
は
価
格
涼
定
や
一
九

0
七
年
恐
慌
後
の
有
名
な
ゲ
ー
リ
ー
・
デ
ィ
ナ
ー
ス

(
G
a
r
y
d
i
n
n
e
r
s
)

の
ご
と
き
不
公
正
競
争
は
訴
訟
当
時
に
は

中
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
ユ
・
エ
ス
・
ス
チ
ー
ル
事
件
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
そ
の
事
実
は
最
高
裁
判
決
の
い
う
通
り
だ
が
、
す
で
に
こ
の

当
時
の
鉄
鋼
諸
製
品
の
独
占
価
格
は
他
の
形
態
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・
。
フ
ラ
ス
」

(
P
i
t
t
s
b
u
r
g
,
p
l
u
s
)

と
い

わ
れ
る
基
点
制
度
(
b
a
s
i
n
g
p
o
i
n
t
 
s
y
s
t
e
m
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
価
格
は
ビ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
の
基
点
価
格

(
b
a
s
e
p
r
i
c
e
s
)

か
ら

計
算
さ
れ
、
他
の
地
域
で
の
販
売
価
格
は
基
点
価
格
＋
連
賃
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
価
格
決
定
方
式
に
な
っ
た
の
は
、
ピ
ッ
ツ
バ

ー
グ
が
鉄
鋼
業
の

最
大
の
中
心
地
で
あ
り
、
他
の
地
方
は
多
少
と
も
そ
こ
か
ら
の
供
給
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二

0
世
紀
初
頭
か
ら
、
こ
の

方
式
は
一
般
化
し
恒
常
化
し
た
が
、
と
く
に
一

九
―
一
年
以
後
は
、

U
.
S
・
ス
チ
ー

ル
が
基
点
価
格
を
公
表
す
れ
ば
、
他
の
企
業
か
自
然
に
そ
れ
に

従
う
よ
う
に
な
っ
た

(
S
g
S
e
a
g
e
r
a
n
d
 G
u
l
i
c
k
,
 
o
p
.
 
cit., 
p
p
.
 
2
4
3ー

2
4
8
;
 E.
 
J
o
n
e
s
,
 
o
p
.
 
cit., 
p. 
2
2
5
.
)
。

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

あ
っ
た
。

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
巨
大
な
独
占
力
は
不
問
に
ふ
さ
れ
た
。

第
二
十
九
巻



占

(
o
l
i
g
o
p
o
l
y
)

の
拍
頭
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
独
占
の
存
在
形
態
が
確
立
さ
れ
る
と
、

い
わ
ゆ
る
掠
奪
的
行
為
や

m
o
n
o
p
o
l
y
)

を
生
み
だ
し
た
の
に
た
い
し
て
、

い
わ
ゆ
る
寡

第
二
次
企
業
結
合
運
動
は
、

る
こ
と
は
到
底
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
八
年
の
間
に
、

こ
の
よ
う
な
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
無
力
化
は
、

一
九
二
0
年
代
の
好
景
気
と
あ
い
ま
っ
て
、
第
二
次
企
業
結
合
運
動
を
惹
起
す
る
の
に
役

立
っ
た
。
第
一
次
の
企
業
結
合
運
動
は
、
一
九

0
五
年
で
一
応
お
さ
ま
り
、
一
九
一
八
年
ま
で
は
巨
大
な
企
業
結
合
は
あ
ま
り
お
こ
な
わ
れ

な
か
っ
た
。

(
2
7
)
 

(

2

8

)

 

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

U
n
i
t
e
d
 S
h
o
e
 
M
a
c
h
i
n
e
r
y
 C
o
r
p
.
 
v. 
U
.
 S., 
2
5
8
,
 
U
.
 
S. 
4
5
1
.
 
(
1
9
2
2
)
.
 

Co., 2
7
4
,
 
U
.
 S
.
 
6
9
3
.
 
(
1
9
2
7
)
.
 

U
.
 
S. 
v. 
I
n
t
e
r
n
a
t
w
n
a
l
 
H
a
r
v
e
s
t
e
r
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し
か
し
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
八
年
の
十
年
間
に
お
け
る
結
合
気
運
は
、

動
の
様
相
と
お
な
じ
く
盛
ん
を
き
わ
め
た
。

で
、
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
時
代
は
、

(31) 

A
c
t
)

と
連
邦
取
引
委
員
会

(
F
e
d
e
r
a
l
T
r
a
d
e
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

が
通
過
な
い
し
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
傾
向
を
阻
止
す

全
体
で
一
、
二
六
八
の
結
合
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
間

一
九
二

三
年
か
ら
一
九
二
八
年
の
五
ヵ
年
間
で
あ
っ
た
。
一

九
一

四
年
に
ク
レ

イ
ト
ン
法

(
C
l
a
y
t
o
n

(
2
9
)
S
e
e
 R
e
c
e
n
t
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 C
h
a
n
g
e
s
,
 1
9
2
9
,
 
p. 
1
8
1
;
 
H
.
 E•Hoagland`Corporation 

F
i
n
a
n
c
e
,
 1
9
4
7
,
 
p. 
6
1
9
.
 

(30)

同
法
の
主
な
る
内
容
は
、
①
差
別
価
格
の
廃
止
、
②
取
引
制
限
の
禁
止
、
③
独
占
を
目
的
と
す
る
持
株
会
社
の
禁
止
、
山
取
締
役
の
兼
任
お
よ
び
個

人
銀
行
家
の
他
銀
行
取
締
役
の
兼
任
の
禁
止
な
ど
で
あ
る
。
ク
レ
イ
ト
ン
法
が
、
合
同
に
た
い
す
る
規
定
を
設
け
な
か
っ

た
こ
と
は
、
合
同
を
承
誇
し

た
形
に
な
り
、
大
会
社
の
企
業
集
中
の
形
態
と
し
て
合
同
を
と
ら
し
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

(
3
1
)

こ
の
委
員
会
は
、
独
占
企
業
体
に
関
す
る
情
報
の
蒐
集
、
公
開
お
よ
び
そ
の
解
体
に
参
画
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
。
委
員
会
は
任
期
七
年

の
五
名
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る。

第
一
次
の
そ
れ
が
多
く
の
産
業
で
高
度
の
企
業
集
中
を
も
た
ら
し
、
い
わ
ゆ
る
部
分
的
独
占

(
p
a
r
t
i
a
l

(32) 

最
大
企
業
以
外
の
企
業
の
集
中
に
よ
る
少
数
の
巨
大
企
業
を
出
現
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
で
、

一
八
八
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
次
企
業
結
合
運

第

四

号

四

四



四、

ア
ル
コ
ア

事
件
判
決
と
「
有
効
競
争
」
理
論

第
四
号

四
五

明
示
的
結
託

(
e
x
p
l
i
c
i
t
c
o
l
l
u
s
i
o
n
)
が
な
く
て
も
、

い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
あ
る
い
は
ベ
ー
シ
ン
グ
・
ボ
イ
ン
ト
・
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
寡
占
は
充
分
に
独
占
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
違
法
性
の
基
準
に
、
意
図
な
い
し
目
的
と
い
う

意
識
的
な
競
争
制
限
的
行
為
を
も
っ
て
く
る
こ
と
は
、
寡
占
の
形
態
に
お
け
る
独
占
産
業
を
容
認
す
る
こ
と
に
等
し
か
っ
た
。

ま
た
そ
う
で

(
3
2
)
G
.
J
・
ス
チ
グ
ラ
ー
は
、
一
九
0
四
年
以
前
の
企
業
結
合
連
勁
を

M
e
r
g
e
r

for 
M
o
n
o
p
o
l
y

―九
0
四
年
以
後
の
そ
れ
を

M
e
r
g
e
r
for 

O
l
i
g
o
p
o
l
y
と
特
徴
づ
け
て
い
る。

S
ee
G
.
 J
.
 

Stigler, 
"
M
o
n
o
p
o
l
y
 a
n
d
 O
l
i
g
o
p
o
l
y
 
b
y
 M
e
r
g
e
r
"
,
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 R
e
v
i
e
w
 

P
a
p
e
r
s
 
a
n
d
 P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
,
 
Vol. 4
0
,
 
1
9
5
0
,
 
pp. 2
7ー

3
3
.

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。

――

ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
の
初
期
は
、
あ
ま
り
に
も
激
し
い
大
不
況
の
た
め
に
、
内
実
の
と
も
な
わ
な
い
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

(33) 

一
九
三
三
年
の
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
石
炭
会
社

(
A
p
p
a
r
a
c
h
i
a
n
C
o
a
l
s
,
 
I
n
c
.
)

事
件
の
判
決
は
、

「
ゆ
る
い
結
合
」
に
た
い
す
る
「
条
理
の
原
則
」
の
適
用
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
社
は
、

石
炭
の
独
占
的
販
売
機
関
と
し
て
一
九
三

二
年
に
設
立
さ
れ
た
が
、
価
格
・
販
売
条
件
・
販
売
数
量
に
つ
い
て
完
全
な
支
配
権
を
も
っ
て
い
た
。
最
高
裁
の
判
決
は
、
同
社
の
販
売
プ

ラ
ン
が
不
公
正
に
取
引
を
制
限
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
全
国
の
他
の
石
炭
会
社
と
の
競
争
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
理
由

で
、
同
社
を
合
法
的
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
年
制
定
さ
れ
た
全
国
産
業
復
興
法
(
N
a
t
i
o
n
a
l
I
n
d
u
s
t
r
y
 R
e
c
o
v
e
r
y
 A
c
t
)
は、

公
正
競
争
規
約

(
C
o
d
e
s
o
f
 
F
a
i
r
 C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
)

の
名
の
も
と
に
、
産
業
界
の
自
己
規
制
を
認
め
、
全
産
業
の
カ
ル
テ
ル
化
を
合
法
と

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
法
は
長
い
生
命
力
を
も
ち
え
た
の
で
あ
り
、

第
二
十
九
巻

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

「
条
理
の
原
則
」
の
導
入
の
政
策
的
意
義
は
そ
こ
に
あ
っ
た



で
あ
る
。
こ
の
判
例
は
、

(
3
3
)
 

(
3
4
)
 反

ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

(34) 

し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
三
五
年
シ
ェ
ク
タ
ー
事
件

(
S
c
h
e
c
h
t
e
r
P
o
u
l
t
r
y
 C
o
r
p
.
 2
9
5
 
U
.
S
.
 4
9
5
)

で、

ァ
ー
ノ
ル
ド
時
代
を
迎
え
た
。

大
戦
後
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
十
九
巻

こ
れ
は
そ
れ
ま

全
国
産
業
復
興
法

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
反
独
占
教
書
と
共
に
、
積
極
的
な
反
ト
ラ
ス
ト
法
施
行
が
始
ま
っ
た
い
わ
ゆ
る

し
か
し
反
ト
ラ
ス
ト
法
解
釈
の
根
本
的
変
化
は
認
め
ら
れ
ず
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
「
新
展
開
」
は
第
二
次

と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
間
、
臨
時
国
民
経
済
調
査
委
員
会

(
T
e
m
p
o
r
a
r
y
N
a
t
i
o
n
a
l
 E
c
o
n
o
m
i
c
 

C
o
m
m
i
t
t
e
e
)
の
厖
大
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
ヒ
ャ
リ
ン
グ
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
寡
占
市
場
に
お
い
て
は
意
識
的
な
掠
奪
行
為
や
結
託
が
な

く
て
も
、
小
数
の
競
争
企
業
は
独
占
の
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
が
、
経
済
学
の
上
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

A
p
p
a
r
a
c
h
i
a
n
 Coals, 
Inc. 
v. 
U. 
S., 
2
8
8
 
U. 
S. 
3
4
4
.
 
(
1
9
3
3
)
.
 
S
e
e
 
M
e
r
l
e
 F
a
i
n
s
o
d
 &
0
t
h
e
r
s
,
 op. 
cit., 
pp. 4
7
5
-
4
7
6
.
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
前
期
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
展
開
と
そ
の
政
策
的
意
義
」
（
九
大
「
経
済
学
研
究
」
弟
二
十
八
巻
第
五
号
）
参
照
の
こ
と
。

(85) 

一
九
四
五
年
の
ア
ル
コ
ア
事
件
(
U
.
S
.

v. 
A
l
m
i
n
i
u
m
 C
o
.
 
o
f
 A
m
e
r
i
c
a
,
 1
4
8
 
F. 2
d
 4
1
6
)

の
判
決
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
「
新

展
開
」
に
道
を
ひ
ら
く
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
ル
コ
ア
は
輸
入
品
も
ふ
く
め
た
ア
メ
リ
カ
国
内
市
場
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
地
金
の
九

0
％
を
生
産

し
て
い
た
独
占
会
社
で
あ
っ
た
。
最
高
裁
は
、
そ
の
判
決
に
お
い
て
、
独
占
の
違
法
性
の
基
準
は
独
占
化
の
意
図
と
か
独
占
力
の
濫
用
の
よ
う

な
掠
奪
的
行
為
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
独
占
力
の
存
在
そ
の
も
の
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。

(86) 

で
の
「
条
理
の
原
則
」
の
放
棄
を
意
味
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
の
第
ニ
ア
メ
リ
カ
煙
草
事
件
の
判
決
は
、

そ
し
て
そ
の
中
で
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
常
態
で
あ
る
寡
占
の
存
在
を
判
定
す
る
に
は
、

が
違
憲
に
な
り
、
三

0
年
代
末
に
は

こ
の
判
決
を
全
面
的
に
支
持
し
た
。

必
ず
し
も
現
実
に
競
争
が
排
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
価
格
が
つ
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
と
し
た
。
裁
判
所
は
、
た
だ
欲
す
る
と
き
に
価
格
を
上
げ
た
り
、
競
争
者

を
排
除
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
力
の
存
在
」
を
証
明
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
り
、
独
占
の
意
図
は
そ
れ
か
ら
証
明
さ
れ
る
と
い
う
の

一
九
四
八
年
の
映
画
関
係
の
三
大
事
件
—
ー
グ
リ
フ
ィ
ス
事
侶
‘
シ
ー
ン
連
鎖
劇
場
事
由
‘
お
よ
び
。
ハ
ラ
マ
ウ
ン

第
四
号

四
六



ィ
テ
ッ
ド
・
シ
ュ
ー
・
マ
シ
ナ
リ
ー

(
U
n
i
t
e
d
S
h
o
e
 M
a
c
h
i
n
e
r
y
)

事
件
(
-
九
五
三
）
、

五
六
）
の
判
決
で
も
、
同
じ
立
場
が
支
持
さ
れ
た
。

(
3
5
)
S
e
e
 I
r
w
i
n
 M
.
 S
t
e
l
z
e
r, 
S
e
l
e
c
t
e
d
 
A
n
t
i
t
r
u
s
t
 
C
a
s
e
s, 
1
9
5
5
`
p
p
.
 
1
4ー

2
2
;
A
.
 D.
 
N
e
a
l
e
,
 T
h
e
 A
n
t
i
t
r
u
s
t
 
l
a
w
s
 o
f
 
t
h
e
 
U
n
i
t
e
d
 

S
t
a
t
e
s
 
o
f
 
A
m
e
r
i
c
a
,
 19
6
0
,
 
p
p
.
 
H
Oー
116.

(
3
6
)
S
e
e
 I
r
w
i
n
 M
.
 S
t
e
l
z
e
r、
ibid.,
p
p
.
 22ー

2
9
;
A
.
 D.
 
N
e
a
l
e
,
 
ibid., 
p
p
.
 
1
6
8ー

172.

(
3
7
)
U
.
 S. 
v
.
 Gr
i
ffi
t
h
 
et 
a
l., 
3
2
8
 
U
.
 
S
.
 781. 
S
e
e
 
A
.
 D.
 
N
e
a
le
`
i
b
i
d
., 
p
p
.
 
1
1
7ー

8.

(
3
8
)
S
c
h
i
n
e
 C
h
a
i
n
 T
h
e
a
t
r
e
s
,
 In
c
,
 et 
al. 
v
.
 U
.
 S
., 
3
3
4
 
U
.
 
S. 
110. 
S
e
e
 A•D

. 

N
e
a
l
e
,
 ibid.、
p
p
.
1
1
7ー

8
.

(
3
9
)
U
.
 S. 
v
.
 P
a
r
a
m
o
u
n
t
 P
i
c
t
u
r
e
s
,
 
3
3
4
 
U
.
 S
.
 131. 
S
e
e
 
A. 
D
.
 
N
e
a
1e
,
 ibid., 
p
p
.
 17
2
-
6
,
 
397

—

9
. 

か
く
し
て
今
や
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
違
法
性
の
基
準
は
、
伝
統
的
な
競
争
制
限
的
行
為
で
は
な
く
、

の
存
在
に
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ニ
ュ
ー

・
シ
ャ
ー
マ
ン
法

(
N
e
w
S
h
e
r
m
a
n
 A
c
t
)

の
成
立
と
ま
で
い
わ
れ
る
の
も
故
の

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
オ
ー
ル
ド
・
シ
ャ
ー
マ
ン
法
か
ら
ニ
ュ
ー
・
シ

ャ
ー
マ
ン
法
へ
の
移
行
が
明
ら
か
に
な
る

に
つ
れ
て
、
経
済
学
者
の
あ
い
だ
で
に
わ
か
に
こ
れ
に
た
い
す
る
批
判
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

の
な
い
方
向
に
す
す
め
る
た
め
の
経
済
理
論
の
出
現
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

理
論
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
有
効
競
争
」
の
理
論
は
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
一
九
四

0
年
に

J
.
M
・
ク
ラ

ー
ク

に
よ
っ
て
提
起
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
が
論
争
の
焦
点
と
し
て
注
目
を
あ
び
る
に
至

っ
た
の
は
、

ア
ル
コ
ア
事
件
判
決
の
後
、

の
判
決
で
、
寡
占
も
し
く
は
市
場
支
配
の
機
構
そ
の
も
の
の
存
在
が
重
視
さ
れ
だ
し
た

一
九
四
九
年
あ
た
り
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

cf.
 
J. 
M
.
 C
l
a
r
k
,
 
"
T
o
w
a
r
d
 a
 C
o
n
c
e
p
t
 
o
f
 
W
o
r
k
a
b
l
e
 C
o
m
p
e
t
i
tion", 
A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 R
e
v
i
e
w
,
 
J
u
n
e
,
 
1940. 

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の

一
研
究

(

4

0

)

 

な
い
こ
と
で
は
な
い
。

(39) 

ト
映
画
事
件
ー
の
判
決
で
も
支
持
さ
れ
た
。

第

四

号

四

七

さ
ら
に
コ
ロ
ム
ビ
ア

・
ス
チ
ー
ル

(
C
o
l
u
m
b
i
a
S
t
e
e
l
 
C
o
.
)

事
件
（
一
九
四
八
）
、

D
u
p
o
n
t

の
c
e
l
l
o
p
h
a
n
e

事
件
(
-
九

そ
の
行
為
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
カ

そ
の
批
判
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
を
危
険
性

い
わ
ゆ
る
「
有
効
競
争
」

(

o
r
k
a
b
l
e
c
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
)

の

第
二
十
九
巻

一
連
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
事
件

ュ
ナ



れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
理
論
的
帰
結
は
、

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

「
有
効
競
争
」
の
理
論
は
、
さ
し
あ
た
り
い
わ
ゆ
る
寡
占
的
市
場
構
造
に
お
け
る
競
争
の
実
現
可
能
性
を
証
明
し
、

規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

J
.
M
・
ク
ラ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
均
一
価
格
の
寡
占
的
市
場
構
造
に
お
い
て
も
、

け
に
対
応
す
る
差
別
化
競
争

(
s
e
a
l
e
d
b
i
d
 c
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
)
、
値
引
き
競
争

(
c
h
i
s
e
l
l
i
n
g
)
、
立
値
競
争

(
q
u
o
t
e
d
p
r
i
c
e
)
、

(41) 

争
と
い
っ
た
競
争
的
行
動

(
c
o
n
d
u
c
t
)

に
よ
っ
て
、
有
効
な
競
争
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
い
う
。
グ
ラ
ー
ク
の
あ
と

E
.
S
・
メ
イ
ソ
ン
、

(42) 

J
.
S
・
ベ
イ
ン
等
に
よ
っ
て
、
市
場
構
造
と
競
争
的
行
動
と
の
関
連
を
経
験
的
に
確
定
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は

(43) 

企
業
者
の
行
動
が
市
場
構
造
を
か
え
る
よ
う
な
動
態
を
把
握
し
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
い
き
お
い
そ
の
後
の
理
論
的
発
展
は
、
市
場

(44) 

構
造
と
競
争
的
行
動
の
関
連
性
を
否
定
し
て
、
競
争
的
行
動
を
重
視
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

性
格
が
大
き
な
論
争
点
な
り
、

第
二
十
九
巻

そ
の
た
め
の
条
件
を

買
手
の
内
密
な
値
付

こ
こ
に
お
い
て
、
企
業
者
の
市
場
行
動
の

(45) 

A
.
A
・
バ
ー
リ
の
よ
う
に
企
業
者
の
社
会
的
責
任
の
認
識
の
意
義
を
強
調
し
た
り
、

D
・
リ
リ
エ
ン
ソ
ー

(46) 

ル
の
よ
う
に
大
企
業
の
技
術
革
新
に
た
い
す
る
貢
献
を
強
調
し
た
り
、
は
た
ま
た

J
・
バ
ー
ナ
ム
の
よ
う
に
企
業
者
の
社
会
的
責
任
を
主
張

(47) 

す
る
独
占
擁
護
論
が
拾
頭
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
は
、
寡
占
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
独
占
の
状
態
に
お
い
て
も
企
業
者
の

(48) 

行
動
が
良
い
市
場
結
果
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
そ
の
独
占
は
擁
護
さ
れ
る
の
だ
、
と
す
る
見
解
ま
で
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

「
有
効
競
争
」
の
理
論
が
も
と
も
と
狼
占
的
幣
害
と
破
滅
的
競
争
の
中
道
を
も
と
め
よ
う
と
し
て
、

寡
占
的
市
場
の
弁
護
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
出
発
し
た
と
こ
ろ
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(

4

1

)

J

.

 

M
.
 C
l
a
r
k
,
 
ibid., 
p. 
4
6
5
.
 

(
4
2
)
c
f
.
 J
.
 

S
.
 
B
a
i
n
,
 
"
W
o
r
k
a
b
l
e
 C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
 
in 
O
l
i
g
o
p
o
l
y
:
 
T
h
e
o
r
e
t
i
c
a
l
 
C
o
n
s
i
d
e
r
a
t
i
o
n
s
 
a
n
d
 
s
o
m
e
 e
m
p
i
r
i
c
a
l
 
e
v
i
d
e
n
c
e
"
,
 

A
m
e
r
i
c
a
n
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 
R
e
v
i
e
w
`
P
a
p
e
r
s
 a
n
d
 
P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
,
 
V
o
l
.
 4
0
,
 
1
9
5
0
;
 
E. 
S
.
 
M
a
s
o
n
,
 "
W
o
r
k
a
b
l
e
 
C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
 
V
e
r
s
u
s
 

W
o
r
k
a
b
l
e
 
M
o
n
o
p
o
l
y
"
 in 
E
c
o
n
o
m
i
c
 C
o
n
c
e
n
t
r
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 t
h
e
 
M
o
n
o
p
o
l
y
 p
r
o
b
l
e
m
.
 

第

四

号

四

八

し
か
し
考
え
て
み

品
質
競



(~
) 
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M
.
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p
e
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i
t
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n
:
 
Static 
M
o
d
e
l
s
 a
n
d
 D
y
n
a
m
i
c
 A
s
p
e
c
t
s
"
,
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 R
e
v
i
e
w
,
 
P
a
p
e
r
s
 
a
n
d
 Proce-

edings, 
Vol. 
45, 
1955. 
pp. 
451-2. 

(~
) 
cf. 
M
.
 A.
 A
d
e
l
m
a
n
,
 "Effective 

C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
 a
n
d
 the 
A
n
t
i
t
r
u
s
t
 
L
a
w
s
"
,
 H
a
r
v
a
r
d
 L
a
w
 R
e
v
i
e
w
,
 Sept. 
1948.; 
Jesse 
W
.
 

M
a
r
k
h
a
m
,
 "
A
n
 A
l
t
e
r
n
a
t
i
v
e
 A
p
p
r
o
a
c
h
 to the 
C
o
n
c
e
p
t
 of W
o
r
k
a
b
l
e
 C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
"
,
 R
e
a
d
i
n
g
s
 in 
Industrial O

r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 

a
n
d
 Public 
Policy, 
R. 
B. 
H
e
f
l
e
b
o
w
e
r
,
 G. 
W
.
 Stocking, 

ed., 
1958. 

(
~

)
 
cf. 
A
.
 A
.
 
Berle, 
T
h
e
 2
0
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
 Capitalist 

Revolution, 
1954. 

（等）
cf.
0. 
Lilienthal, 

B
i
g
 B
u
s
i
n
e
s
s
:
 A
 N
e
w
 Era, 
1953. 

(~
) 

~
)
 
cf. 
J. 
B
u
r
n
h
a
m
,
 T
h
e
 M
a
n
a
g
e
r
i
a
l
 Revolution, 

1941. 

（尊）
E.
S. 
M
a
s
o
n
,
 ・
"
W
o
r
k
a
b
l
e
 
C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
 
V
e
r
s
u
s
 W
o
r
k
a
b
l
e
 M
o
n
o
p
o
l
y
"
,
 in 
E
c
o
n
o
m
i
c
 C
o
n
c
e
n
t
r
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 the 
M
o
n
o
p
o
l
y
 

P
r
o
b
l
e
m
,
 
1959, 
pp. 
382-8. 
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反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

(
4
9
)
G
e
o
r
g
e
 W
.
 S
t
o
c
k
i
n
g
,
 "
T
h
e
 R
u
l
e
 o
f
 
R
e
a
s
o
n
,
 W
o
r
k
a
b
l
e
 C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
s
,
 a
n
d
 M
o
n
o
p
o
l
y
"

i`n 
W
o
r
k
a
b
l
e
 C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
 a
n
d
 

A
n
t
i
t
r
u
s
t
 
P
o
l
i
c
y
`
1
9
6
1
,
 
p. 
124. 

(
5
0
)
G
e
o
r
g
e
 W
.
 S
t
o
c
k
i
n
g
`
i
b
i
d
.
,
 
p. 
125.

な
お
「
有
効
競
争
」
論
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
詳
細
に
そ
の
批
判
を
お
こ
な
う
こ
と
に
す
る
。

五
、
反
ト
ラ
ス

ト
政
策
の
社
会
的
基
礎

さ
ら
に
一
九
〇
六
年
の
ヘ
プ
バ
ー
ン
法

(
H
e
p
b
u
r
n
A
c
t
 o
f
 

第
二
十
九
巻

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
第
一
期
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
は
、
中
小
資
本
と
り
わ
け
農
民
の
鉄
道
ト
ラ
ス
ト
に
た
い
す
る
反
対
運
動
の
圧
力
に
よ

っ
て
出
発
し
た
と
い
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
独
占
形
成
は
、

槙
抒
と
な
っ
た
の
は
、
運
賃
プ
ー
ル
、
貨
物
料
金
率
の
不
公
平
な
差
別
、
鉄
道
株
の
水
増
し
な
ど
で
あ
っ
た
。

ス
ト
は
、
水
増
し
資
本
に
た
い
す
る
配
当
義
務
に
応
ず
る
た
め
に
も
、

な
い
、
競
争
激
烈
な
地
域
で
の
低
料
金
に
よ
る
損
失
を
他
地
域
に
転
稼
し
、

せ
て
き
た
。
同
じ
よ
う
に
、
大
資
本
に
た
い
し
て
、

法
を
は
じ
め
ア
イ
オ
ワ
、
ミ
ズ
リ
ー
、

ま
た
そ
う
で
な
い
場
合
に
も
貨
物
運
賃
率
に
不
公
平
な
差
別
を
お
こ

た
え
う
る
限
り
の
高
料
金
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
め
合

た
と
え
ば
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に
た
い
し
て
は
差
別
的
に
低
廉
な
運
賃
を
適
用
し
て
き

た
が
、
そ
の
う
め
あ
わ
せ
を
独
立
の
業
者
や
農
民
の
犠
牲
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
て
ぎ
た
の
で
あ
る
。

貯
蔵
施
設
は
往
々
に
し
て
鉄
道
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
お
り
、

(51) 

る
。
当
時
の
農
業
不
況
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
農
民
に
と
っ
て
、
到
底
ゆ
る
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

(52) 

な
「
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
運
動
」
（
G
r
a
n
g
e
r
M
o
v
e
m
e
n
t
)

が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
運
動
の
結
果
、

農
民
は
こ
こ
で
も
ま
た
独
占
価
格
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
そ
の
他
多
く
の
大
農
業
州
に
お
い
て
、

通
商
法

(
I
n
t
e
r
s
t
a
t
e
C
o
m
m
e
r
c
e
 A
c
t
)

が
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

か
く
て
か
の
有
名

加
わ
う
る
に
、
穀
物
用
荷
揚
機
そ
の
他

鉄
道
業
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
そ
の

第
四
号

こ
の
期
に
お
け
る
鉄
道
ト
ラ

一
八
七
一

年
の
イ
リ
ノ
イ
州
の
立

鉄
道
料
金
の
規
制
立
法
や
八
七
年
の
州
際

五
〇
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号

五
(53) 

1
9
0
6
)

の
制
定
に
よ
っ
て
、
鉄
道
独
占
の
料
金
規
制
は
か
な
り
の
効
果
を
発
揮
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
C

(
5
1
)
c
f
.
 
W.N. R
i
p
l
e
y
,
 R
a
i
l
r
o
a
d
s
:
 
R
a
t
e
s
 
a
n
d
 R
e
g
u
l
a
t
i
o
n
,
 
1
9
1
2
;
 
F
.
 
A. C
l
e
v
e
l
a
n
d
 
a
n
d
 F
.
 
W. P
o
w
e
l
l
,
 
R
a
i
l
r
o
a
d
 
P
r
o
m
o
t
i
o
n
 

a
n
d
 C
a
p
i
t
a
l
i
z
a
t
i
o
n
 
i
n
 
t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
,
 1
9
0
9
.
 

(
5
2
)
c
f
.
 S. 
J
.
 

B
u
c
k
,
 T
h
e
 G
r
a
n
g
e
r
 M
o
v
e
m
e
n
t
,
 1
9
1
3
.
 

(
5
3
)
S
e
e
 M
.
 F
a
i
n
s
o
d
 &
0
t
h
e
r
s
,
 op. cit••pp. 

2
3
9ー

2
6
7
.

「
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
運
動
」
は
、
そ
の
後
、
農
民
の
広
範
な
政
治
活
動
に
発
展
し
、
南
部
農
民
同
盟
は
東
部
の
労
働
者
と
共
に
一
八
九
二
年
。
ホ

ピ
ュ
リ
ス
党
を
結
成
す
る
に
い
た
る
。
第
一
期
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
が
、
独
占
を
個
人
の
悪
業
と
み
て
、

こ
の
よ
う
な
主
と
し
て
農
民
の
要
求
を
基
礎
に
お
い
て
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

先
行
す
る
約
一
世
紀
ち
か
い
あ
い
だ
に
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
が
、

ら
の
自
由
な
独
立
小
農
民
の
建
設
す
る
社
会
像
で
あ
っ
た
。
反
ト
ラ
ス
ト
運
動
に
た
ち
上
っ
た
農
民
の
要
求
は
、

つ
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
西
部
農
民
の
機
会
均
等
主
義
か
ら
す
る
独
占
の
横
暴
に
た
い
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
と
き
の
農

民
は
、
す
で
に
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
時
代
の
そ
れ
と
は
ち
が
っ
て
、
階
級
分
解
に
よ
っ
て
そ
の
経
済
的
基
礎
を
失
な
い
つ
つ
あ
っ
た
。

と
も
か
く
第
一
期
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
社
会
的
基
礎
を
な
し
た
の
は
、
農
民
の
民
主
主
義
的
運
動
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
俗
に
反
ト
ラ

ス
ト
政
策
を
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
象
徴
の
ご
と
く
い
う
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
期
に
限
っ
て
い
い
う
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

は
農
民
の
階
級
分
解
の
進
行
と
共
に
あ
え
な
く
つ
い
え
さ
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

独
占
が
、
第

一
次
企
業
結
合
運
動
を
通
し
て
、
そ
の
基
礎
を
確
立
す
る
に
至
る
と
、
事
態
は
か
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
初
期
的
段
階
と
は

ち
が
っ
て
、
独
占
は
、
特
別
に
掠
奪
的
行
為
に
訴
え
な
く
て
も
、
そ
の
巨
大
な
経
済
力
の
存
在
自
体
に
よ
っ
て
所
期
の
資
本
蓄
積
を
果
し
う

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

第
二
十
九
巻

そ
の
禁
圧
に
の
り
だ
し
た
の
は
、

と
こ
ろ
で
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
は
、

こ
の
時
期
に

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
夢
み
ら
れ
た
そ
の
理
想
は
、
こ
れ

そ
こ
に
思
想
的
根
拠
を
も

し
か
し

し
か
し
、
そ
れ



反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

る
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
「
条
理
の
原
則
」
は
、
な
が
い
あ
い
だ
反
ト
ラ
ス

し
か
し
、
そ
れ
は
不
忍
議
と

」
れ
に
た
い
し
て
、
時
代
錯
誤
的
幻
想

第
二
十
九
巻

と
こ
ろ
が
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
基
準
は
「
条
理
の
原
則
」
に
求
め
ら
れ
た
が
、

人
の
悪
業
と
み
る
第
一
期
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
論
理
を
う
け
つ
ぐ
も
の
で
あ
り
、

あ
っ
た
。
不
公
正
な
競
争
方
法
の
確
証
に
よ
っ
て
の
み
、
ト
ラ
ス
ト
を
違
法
と
す
る
こ
と
は
、

と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
政
策
の
無
力
化
を
は
か
る
も
の
で

こ
の
段
階
の
独
占
を
最
初
か
ら
容
認
す
る
こ

こ
の
よ
う
な
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
展
開
は
、
第
一
期
の
そ
れ
よ
り
も
い
っ
そ
う
独
占
擁
護
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
期
に

用
を
中
心
に
し
た
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
は
一
定
の
政
策
的
意
味
を
も
ち
え
た
。

お
い
て
は
、
ま
だ
し
も
独
占
の
存
在
形
態
が
不
公
正
な
競
争
方
法
に
依
拠
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
み
て
、

し
か
も
こ
の
政
策
の
社
会
的
基
礎
に
は
農
民
の
反
ト
ラ
ス
ト
運

動
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
第
二
期
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に
そ
の
社
会
的
基
礎
も
な
く
、

し
か
も
独
占
の
存
在
形
態
も
変
化
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
今
や
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
社
会
的
基
礎
は
、
本
来
反
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
べ
き
諸
階
級
に
は
な
く
、

ト
ラ
ス
ト
を
代
表
す
る
階
級
の
側
に
移
行
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

語
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
な
お
そ
れ
が
反
ト
ラ
ス
ト
の
形
式
を
も
っ
て
存
続
し
え
て
い
る
こ
と
は
、

性
が
生
き
つ
づ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
代
錯
誤
的
幻
想
性
を
支
え
て
い
る
の
は
、

リ
カ
民
主
主
義
を
絶
え
ず
夢
想
す
る
司
法
界
と
ト
ラ
ス
ト
を
除
く
国
民
諸
階
級
な
の
で
あ
る
。
す
ぎ
去
っ
た
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
へ
の
郷
愁

の
う
ち
に
は
、
た
し
か
に
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る
経
済
的
抑
圧
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
願
望
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

労
働
階
級
を
中
心
と
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
運
動
に
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ト
政
策
の
基
準
と
し
て
存
続
し
え
た
の
で
あ
り
、

し
え
た
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
法
第
一
条
の
適

矛
盾
し
た
い
い
方
の
よ
う
だ
が
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
い
わ
ゆ
る
空
洞
化
を
物

あ
り
し
良
か
り
し
時
代
に
存
在
し
た
あ
の
ア
メ

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
は
形
式
的
で
は
あ
る
に
せ
よ
永
い
生
命
力
を
持
続

第

四

号

五

こ
れ
は
独
占
を
個



割
を
果
し
つ
つ
あ
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
法
を
基
軸
と
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
論
理
構
造
は
、

第

四

号

五

こ
こ
に
お
い
て
そ
の
極
点
に
達
す
る
の
で
あ
「
条

一
九
―
―
九
年
の
大
恐
慌
と
そ
れ
に
続
く
長
期
停
滞
は
、
す
で
に
の
べ
た
ご
と
く
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
せ
、

カ
ル
テ
ル
化
」
政
策
が
代
慨
さ
れ
た
3

し
か
し
、
こ
の
結
果
、
経
済
的
停
滞
は
解
決
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

苦
し
む
こ
と
と
な
り
、

い
き
お
い
中
小
資
本
を
中
心
に
反
ト
ラ
ス
政
策
の
強
化
が
叫
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

判
決
は
、
そ
の
期
待
に
そ
う
か
の
ご
と
く
、
独
占
の
存
在
そ
の
も
の
を
違
法
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
一
連
の
反
ト
ラ
ス
ト
事
件

の
判
決
は
、
こ
れ
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
巨
大
な
寡
占
的
経
済
構
造
を
確
立
し
た
ア
メ
リ
カ
の
独
占
資
本
は
、
今
や
「
条
理
の
原

則
」
か
ら
の
逸
脱
を
「
有
効
競
争
」
の
理
論
に
よ
っ
て
阻
止
す
る
道
を
み
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
事
の
本
質
か
ら
み
れ
ば
、

理
の
原
則
」
と
か
わ
り
な
く
、
第
一
期
か
ら
第
二
期
の
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
移
行
す
る
と
き
に
「
条
理
の
原
則
」
が
果
た
し
た
の
と
同
じ
役

る
。
し
た
が
っ
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
有
名
無
実
化
も
ま
た
一
層
す
す
む
こ
と
に
な
る
。

反
ト
ラ
ス
ト
政
策
の
一
研
究

第
二
十
九
巻

一
九
四
五
年
の
ア
ル
コ
ア
事
件
の

ア
メ
リ
カ
経
済
は
独
占
的
幣
害
に

「
政
府




